貸　申込書記入上の注意2

[申込書記入上の注意２]

１　申込人は、自書してください。
２　「申込金額」の欄は、「申込み限度額」の範囲内で10万円単位（申込事由が「他共済への返済」の場合は１円単位）としてください。
なお、申込金額が100万円以上の場合はボーナス併用償還ができます。ボーナス併用償還を希望する場合は、「内訳金額」の欄に希望する毎月償還とボーナス償還の申込金額を記入してださい。

また、ボーナス償還に係る貸付金の額は、申込金額の総額の２分の１以内、かつ50万円単位としてください。
３　「償還回数」の欄は、毎月償還は360回以内、ボーナス償還は60回以内で希望する回数としてください。 

ただし、ボーナス償還の回数は、毎月償還の回数を６で除した回数の範囲内としてください。
４　「一回の償還額」の欄は、申込金額に、該当する利率の賦金率表の償還回数に応じた率を乗じて算出してください。（円未満は四捨五入）
ただし、現在借受中の貸付金がある場合は、借受中の償還月額と今回の一回の償還額の合計が、給料の月額の10分の３以内（ボーナス償還にあっては10分の６以内）となるように設定してください。
５　「申込事由」の欄は、01～13の内、該当する「申込事由」の数字を○で囲んでください。

６　「工事等の完了予定年月日」の欄は、

土地購入の場合・・・登記が完了する予定年月日

住宅の場合・・・完了までの期間が貸付日から６ヶ月を超えないこと
７　「団体信用生命保険」の欄は、適用（加入）か、非適用（非加入）かを、○で囲んでください。

８　「借受中の貸付金の償還額」の欄は、現在借受けている貸付金について、1ヶ月の償還額（元金及び利息）を記入してください。
９　「受取金融機関」の欄は、申込人名義の金融機関（郵便局及び信用組合を除く。）預金口座を記入してください。
10　所属所長の印は、公印としてください。
	


